
歩
bA}
誌

b
律
令
の
五
敬
が
孟
子
の
五
数
の
意
味
で
な
い
に
し
て
も
律
令
に
於
け
る
道
徳
態
系
は
孟
子
の
五
敬
設
を
以
て
や

心
と
し
、
必
要
に
熔
じ
極
々
な
る
徳
目
を
隙
加
し
て
組
織
し
た
も
の
と
云
ひ
符
る
の
で
あ
る
。
部
ち
父
子
有
殺
、
夫
婦
有

別
を
以
て
ん
水
放
総
辺
、
ピ
中
心
と
し
、
長
幼
一
順
序
B
と

mm
友
有
信
を
以
て
枇
合
道
徳
の
中
心
と
し
、
君
民
有
義
を
以
て
問
叫
ん
水
道

徳
の
中
心
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
換
一
一
一
泊
す
れ
ば
五
倫
の
遂
な
る
儒
数
道
徳
の
総
系
を
以
て
律
令
の
道
徳
を
倣
系
づ
け

た
の
で
あ
る
。
か
く
見
る
時
に
貨
に
我
、
が
問
問
民
道
徳
は
組
織
控
系
に
於
て
如
何
に
俗
教
道
徳
の
影
響
を
受
け
た
か
と
一
去
ム

事
を
律
令
市
ゲ
一
過
し
て
見
た
丈
で
も
知
る
事
、
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

(
終

b
)

楚
辞
遠
遊
篇
作
成
年
代
考

上

夫

一、

所
諮
楚
鮮
の
一
篇
た
る
「
一
一
地
遊
」
籍
、
が
、
古
来
屈
原
の
所
作
な

b
と
し
て
、
多
く
の
楚
酢
蓄
注
家
に
認
容
せ
ら
れ
来
っ

た
の
は
、
も
と
後
渓
の
王
逸
の
「
楚
鮮
章
句
」
に
、
「
戸
港
遊
者
、
屈
原
之
mm
作
也
。
」
(
遠
遊
序
)
と
一
去
へ
る
に
基
付
け
る
も
の

守
は
あ
ら
ラ
、
が
、
併
し
遼
遊
は
、
北
(
の
行
文
の
態
様
に
於
い
て
、
離
騒
に
倣
ひ
乙
そ
す
れ
、
主
ハ
の
詞
意
・
文
義
に
於
い
て

は
、
離
騒
・
九
章
等
、
同
県
正
の
屈
原
常
賦
に
派
出
せ
ら
れ
た
る
彼
の
口
吻
志
意
と
、
殆
ど
る
一
く
相
反
し
て
、
宛
か
も
別
手

に
お
づ
る
が
如
き
越
を
呈
示
せ
る
が
故
に
、
王
逸
設
を
墨
守
遵
奉
せ
る
諸
注
家
も
、
乙
¥
に
和
ー
疑
惑
を
懐
か
ぎ
る
を
得

七
仁



七
八

ゴ
る
に
到

b
、
従
り
て
氏
が
注
併
に
脅
つ
て
は
、
和
ー
主
(
の
所
見
を
異
に
し
て
、
等
し
く
附
舎
に
亙
る
を
免
れ
得
な
か
っ

た
が
如
く
に
忠
ム
。

印
ち
諸
家
の
、
此
が
作
意
を
推
考
せ
る
一
端
を
一
瞥
し
て
み
て
も
、
先
づ
王
逸
が
、

「
崩
涼
履
方
法
之
行
、
不
容
於
世
。
;
:
・
本
皇
山
路
、
無
所
告
訴
。
乃
深
健
一
克
一
、
修
執
活
漢
、
思
欲
済
世
υ

別
意
中
憤
然
、
文

采
一
秀
後
、
途
紋
妙
思
。
」
(
楚
鮮
章
句
一
一
地
道
序
)
と
一
五
へ
る
に
‘
そ
の
的
舎
の
端
緒
た
開
い
て
、
感
て
朱
子
も
、

「
印
刷
版
佼
放
、
悲
歎
之
録
、
砂
税
宇
宙
、
阪
世
俗
之
卑
狭
、
悼
年
宗
之
不
長
、
於
是
作
為
臼

Z
M
J
」
(
楚
按
集
注
遠
遊
序
ゾ

と
述
べ
、
途
に
近
人
謝
元
世
一

E
し
て
、

「
案
一
一
巡
遊
是
後
本
市
併
記
停
所
従
出
、
可
見
届
原
晩
年
超
人
間
的
思
想
u

i

一
一
楚
諒
一
激
論
)
を
と
叫
ば
し
め
て
反
る
の
で
あ
b
、
兎

に
活
初
の
主
夫
之
は

「
此
釘
所
賦
、
山
県
桜
経
卒
万
之
U
M
路
間
、
一
両
紛
一
一
一
一
口
之
O
L
(

楚
齢
通
科
返
遊
序
)
と
設
け
る
に
拘
は
ら
ず
、
孜
が
同
松
一
掃
一
品
谷
は
、

「
此
結
乃
級
悲
問
問
山
市
作
也
。
」
(
楚
鈴
考
法
遊
序
)
T
F
一
言
へ
る
、
が
如
3
u
m
態
で
あ
る
。

十
川
も
丘
一
訟
の
尤
な
る
も
の
に
到
。
て
は
、
正
に
此
を
泌
復
の
楚
辞
新
集
注
に
求
む
可
く
、
彼
は
と
¥
に
説
い
て
、

「沖地遊一尚一一ニハ也
u
'
け
沈
加
持
、
印
是
…
一
地
遊
、
一
一
泡
遊
之
紫
、
加
是
白
沈
之
楽
。
:
・
明
日
延
潟
白
沈
之
奨
。
」
(
遠
遊
序
)

と
一
去
っ
て
反
る
の
で
あ
っ
て
、
仏
ん
が
常
否
は
暫
く
措
く
に
し
て
も
、
共
の
設
の
新
奇
は
絡
に
人
の
耳
目
、
ど
驚
か
す
に
足
る

で
あ
〉
り
ラ
。

か
く
の
如
く
、
諸
家
の
比
俗
、
時
に
或
は
一
部
和
一
連
ム
も
、
時
に
或
は
み
~
く
和
背
致
し
て
、
各
t

混
(
見
を
迂
し
ヲ
せ
る

に
到
っ
た
る
は
、
抑
ぇ
本
総
を
取
っ
て
、
飽
迄
も
印
刷
原
の
作
品
と
認
定
す
る
に
回
出
す
る
牽
強
の
放
で
は
あ
る
ま
い
か
。



さ
れ
ば
近
代
の
問
中
徒
は
、
先
づ
疑
を
乙
¥
に
殺
し
て
、
氏
が
文
義
の
検
討
と
、
及
び
他
の
早
川
原
僻
賦
と
の
比
較
考
鼻
息
子
)
試

み
、
遂
に
此
を
縦
一
勝
、
の
倣
作
と
疑
ぴ
、
後
世
の
偽
作
と
推
定
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
之
、
が
光
被
を
除
け
た
る
も
の

は
、
彼
の
般
的
学
胡
越
の
「
議
楚
僻
」
(
注
1
、
)
一
お
で
あ
ら
ヲ
。
尤
も
訪
越
は
、

「
一
一
地
遊
是
模
伐
離
駁
倣
的
。
・
:
人
十
一
日
疋
娩
出
的
伐
作
。
」
と
の
推
測
を
下
し
た
る
の
み
で
、
そ
の
論
擦
に
就
い
て
は
一
一
一
一
一
日
の

迷
ぶ
る
彪
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
次
い
で
、
陸
侃
如
・
お
一
郎
君
・
際
鐙
凡
・
併
協
同
必
@
鄭
一
気
子
等
(
注
2

、
)
は
、
各
t

相

承
け
て
此
が
後
没
の
偽
作
た
る
と
と
を
論
殺
し
、
然
も
そ
の
ニ
)
一
日
ム
所
は
、
甚
だ
信
訟
の
淑
ゆ
る
に
勝
る
、
が
如
く
戚
ぜ
ら
る

る
の
で
あ
る
。

依
ハ
λ

て
、
な
は
乙
¥
に
彼
等
の
所
訟
を
参
照
し
つ
¥
、
此
、
が
後
代
の
偽
作
に
外
な
ら
ぎ
る
乙
と
を
論
定
し
、
此
を
日
川
原

鮮
賦
の
間
外
に
放
逐
し
よ
う
と
忠
ム
。

(誌
1
)
「
胡
趨
文
存
」
二
集
各
一
、
議
楚
僻
篇
参
照
。

(
注
2
ノ
陵
@
お
二
氏
若
「
中
間
断
詩
史
L

上
巻
、
楚
辞
時
代
。
探
鎧
凡
「
楚
除
各
話
作
者
考
」
¥
中
関
誌
文
向
学
系
期
刊
、
創
刊
競
)
。

務
関
忽
「
楚
続
概
論
」
第
三
篇
第
九
章
。
銭
安
子
「
中
図
文
民
子
流
媛
史
」
上
持
、
第
二
章
第
二
節
、
等
参
照
，

一一、

抜
、
「
戸
港
遊
」
は
、
そ
の
形
態
に
於
い
て
、
銃
に
離
騒
に
模
倣
せ
る
の
マ
か
な
ら
ず
、
又
そ
の
詞
意
に
於
い
て
、
甚
だ
離
騒

籍
中
の
一
紳
遊
憧
僚
の
俄
慮
、
と
椋
類
似
し
、
務
に
玉
夫
之
の
一
五
ひ
た
る
、
が
如
、
3
離
騒
卒
章
の
旨
と
承
怒
し
℃
居
る
の
で
あ
る

が
、
廷
に
此
、
が
策
中
の
字
句
を
探
れ
ば
、
相
互
に
類
似
せ
る
幾
多
の
勾
例
を
抽
出
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
乙
¥
に
「
一
一
氾
遊
」

は
離
駿
そ
底
本
と
魚
し
、
そ
の
字
句
を
離
会
紗
襲
し
て
模
作
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
非
ず
や
と
の
推
定
が
下
手
る
¥
乙
と
¥

ーと

九



八

O

-
な
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
初
先
日
川
(
注
i

、
)
務
関
怠
等
に
従
っ
て
、
今
特
に
著
し
き
」
弱
者
の
知
似
匂
椅
の
一
一
斑
を
列
奉
し
て

み
て
も
、
『
遼
遊
』

1
、
「
友
人
生
之
長
勤
。
」

2
、
「
願
承
風
乎
法
則
。
」

3
、
「
抑
傍
伴
稲
川
近
迄
令
。
し

4
‘
「
恐
天
時
之
代
序
今
、
・
:
・
・

泰
秋
忽
芥
、
不
流
今
、

実
久
留
此
故
居
。
」

5
、
「
朝
海
髪
於
湯
谷
今
、

タ
防
余
身
今
九
陽
。
」

6
、
「
故
後
塊
而
啓
一
一
霞
今
、

持
浮
雲
市
上
任
。
」

7
、
「
命
天
間
共
同
協
今
、

排
間
関
市
現
予
、
:
:

叛
陸
離
共
上
下
今
、

遊
驚
霧
之
流
波
。
し

コ
都
騒
』

「
哀
民
生
之
多
類
。
」

「
願
依
彰
成
之
遠
山
則
。
」

「
腕
透
蓬
以
棺
羊
J
L

「
日
月
忽
歩
、
不
流
司
令
、

泰
山
県
秋
立
(
代
序
、
.

又
何
怯
乎
故
都
。
」

「
タ
路
次
於
窮
石
今
、

初
濯
髪
乎
治
盤
。
し

「
期
王
此
以
朱
鷺
今
、

山
政
珍
、
風
余
上
住
J
一

「
紛
線
総
立
(
離
会
今
、

斑
陸
離
昇
、
上
下
、

{奇 J訴
訟j令
関帝
而!掲
望問
予閥
」 ノナ



8
、

「

親

授

蹴

於

太

儀

今

、

「

税

務

報

於

蒼

梧

今

、

タ

始

総

乎

於

微

問

。

」

タ

余

至

乎

線

問

。

」

9
、

「

屯

余

卒

之

高

来

今

、

「

屯

余

卒

共

千

采

今

、

紛

溶

山

県

而

並

励

、

一

常

玉

軟

市

並

馳

、

駕

八

龍

之

腕

腕

今

、

駕

八

龍

之

焼

焼

今

、

裁
雲
旗
之
透
蛇
J

」

技

官

民

族

之

委

蛇

。

」

mw
、

「

渉

青

雲

以

汎

滋

併

今

、

「

砂

降

皇

之

赫

戯

司

令

、

忽

臨

悦

夫

奮

郷

、

忽

臨

脱

夫

奮

郷

、

僕

夫

懐

余

心

悲

今

、

僕

夫

悲

余

馬

懐

今

、

透

馬

綴

市

不

行

。

」

総

馬

願

市

不

行

つ

」

の
如
く
、
多
数
を
挙
げ
得
る
の
で
あ

ο
て
、
共
の
他
1

少
々
の
文
義
・
語
気
の
類
似
に
到
つ
て
は
、

捜
ぜ
あ
ら
う
。

荘
都
市
斗
、
離
…
秒
、
の
認
句
は
、
時
に
九
歌
と
出
入
し
、
又
九
章
の
中
に
も
数
例
の
類
似
相
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
が
、
併

比
一
審
遼
警
告
、
特
に
右
の
如
く
多
数
の
類
似
匂
の
存
在
せ
る
は
、
反
っ
て
号
同
一
人
の
作
と
認
定
す
る
に
龍

C
 

淀
川
淵
旬
る
も
の
で
あ
b
、
立
つ
叉
、
阪
鐙
凡
の
一
試
へ
る
が
如
く
、
第
中
の
語
認
の
、
夏
、
に
九
歌
・
天
間
・
九
章

ι

挙
一
成
海
経
・
老
子
@
嘉
子
・
准
南
子
・
大
人
賦
等
に
類
似
せ
る
は
、
寄
此
、
が
疑
問
を
強
化
し
来
た
る
の
で
あ
る
。

市
し
て
、
右
記
誇
書
の
中
、
最
も
そ
の
類
似
相
多
き
大

λ
賦
と
の
関
係
に
就
い
て
は
、
夙
に
米
子
、
が 一

々
鈎
北
の
煩
に
堪

i¥. 



「
可
馬
相
知
作
大
人
賦
、
多
襲
英
語
。
然
届
子
所
判
的
、
非
相
知
所
能
窺
笠
(
真
一
也
。
」
(
楚
群
集
注
遠
遊
篇
)

と
迷
ぺ
て
、
遠
遊
乙
そ
大
人
賦
の
母
胎
な
る
が
如
く
推
考
し
て
居
る
の
で
あ
b
、
護
谷
、
関
松
反
も
亦
先
代
賛
し
て
、

「
是
亦
翼
、
知
三
問
者
失
。
」
(
楚
僻
考
一
一
地
遊
篇
)
と
設
い
て
居
る
の
で
あ
る
、
が
、
併
し
二
者
の
先
後
、
本
来
の
関
係
は
透
か
に

論
定
し
得
ゴ
る
庭
で
あ
っ
て
、
陸
侃
如
・
潟
一
郎
君
・
陵
鐙
凡
・
務
箆
思
等
の
近
代
向
学
究
は
、
反
っ
て
遼
遊
を
以
て
大
入
紙

を
紗
婆
し
た
る
も
の
と
免
し
〈
居
る
の
で
あ
る
。
部
ち
彼
等
は
、
大
人
抵
の
作
者
司
馬
相
如
、
が
、
文
民
子
史
上
第
一
流
の
天

才
僻
賦
家
な
る
と
と
¥
、
大
人
蹴
は
、
鈴
斌
に
長
ぜ
る
武
帝
に
厳
じ
だ
る
も
の
な
る
之
と
、
及
び
相
知
自
ら
大
人
斌
を
以

て
、
子
虚
・
上
林
等
の
賦
に
勝
る
と
認
め
居
た
る
乙
と
等
を
奉
げ
て
、
氏
が
論
擦
と
怨
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

建
に
彼
等
の
一
一
一
一
日
ム
所
は
、
甚
だ
し
く
認
ゆ
る
も
の
に
非
ゴ
る
を
戚
ず
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
吾
ん
吋
は
、
唯
此
の
説
比
の

み
を
以
て
、
直
に
雨
者
の
本
末
は
鉾
定
し
難
く
、
寧
ろ
彦
平
に
従
う
て
、
「
遠
遊
篇
山
県
司
馬
大
入
試
、
如
出
一
手
、
大
同

小
異
O
L
(

楚
俳
誌
義
)
(
注
2
、
)
と
一
一
一
一
口
ふ
の
安
易
な
る
を
す
ら
畳
ゆ
る
の
で
あ
る
。

f

注
1
、
)
(
注
リ
九
一
)
共
比
政
鎧
凡
の
「
楚
僻
各
筋
作
者
考
」
(
中
関
詩
文
向
学
系
期
刊
、
創
刊
銃
)
に
引
用
せ
ら
る
。

一一一、

か
く
て
此
屍
に
一
点
一
日
々
は
、
怒
ん
で
本
文
代
就
い
て
、
鼻
、
の
内
容
を
検
討
す
べ
き
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
作
家

を
悶
践
し
、
そ
の
胸
中
に
版
々
と
波
打
つ
時
代
思
淑
は
、
必
ず
や
作
品
の
上
代
表
現
せ
ら
る
可
く
思
惟
せ
ら
る
¥
が
故
で

あ
る
。然
ら
ば
此
の
一
お
に
溢
れ
た
る
，
出
世
間
的
の
一
刺
拙
思
想
は
、
援
に
陸
侃
如
・
潟
一
郎
君
・
鄭
奈
子
等
の
論
じ
た
る
、
が
如

く
)
(
注

i
J
原
涼
の
他
第
に
泳
出
せ
ら
れ
た
る
、
入
世
間
的
立
る
牢
騒
思
想
と
、
甚
だ
趣
を
異
比
し
て
居
て
、
間
以
令
離



綴
に
見
る
一
川
遊
思
想
と
は
、
一
部
相
遜
ム
所
あ

b
と
し
て
も
、
共
の
究
極
の
忠
意
の
全
く
相
反
せ
る
に
依
っ
て
、
之
を
屈

原
作
に
附
命
日
し
難
い
の
み
な
ら
ず
、
又
そ
の
お
一
一
一
日
と
え
ら
る
可
き
遊
俸
の
設
は
(
注
2
、
)
宛
か
も
秦
漢
の
際
に
盛
行
し

た
る
方
士
一
一
淑
の
忠
想
と
、
略
t

開
設
る
所
無
主
、
が
如
く
で
あ
る
。

郎
ち
或
は

「
支
異
人
之
休
徳
今
、
美
往
世
之
益
仙
、
輿
化
去
珂
不
見
今
、
名
獲
若
同
日
延
。
」

と
一
一
一
一
口
以
、
或
は

「
奇
侍
読
之
託
反
H
A
今
、
茨
斡
衆
之
得
一
、
形
穆
穆
以
浸
透
今
、
離
人
翠
雨
遁
逸
。
」

「
凶
F
滅
的
処
市
途
骨
泉
今
、
勿
山
一
例
奔
而
鬼
怪
、
時
三
労
努
以
、
迄
見
今
、
精
校
校
以
往
来
。
ビ

「
超
気
挨
而
淑
郵
今
、
終
不
返
共
故
都
、
免
衆
忠
而
不
健
今
、
世
英
知
主
ハ
所
知
叶
1

一

と
泳
じ
、
克
に
或
は
、

「
喰
六
気
而
飲
坑
溢
今
、
微
正
揚
雨
合
抑
制
一
復
、
保
一
判
明
之
清
澄
今
、
精
気
入
而
鋭
的
似
除
。
」

ーと一一一日以、

「
間
五
賞
一
山
途
徳
司
令
、
忽
乎
吾
勝
行
、
仇
mm
人
於
丹
丘
今
、
留
不
死
之
奮
郷
、
」

と
一
一
一
一
口
へ
る
の
類
、
授
に
併
図
恩
も
論
ぜ
る
、
が
如
く
、
凡
べ
て
方
土
の
口
吻
に
外
な
ら
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
需
に
玉
夫

之
が
、

ホ
コ
ル

「
所
迷
遊
健
之
説
、
己
諜
皐
元
者
之
奥
υ
後
世
鶏
伯
揚
・
張
手
叔
所
陰
一
泌
密
停
、
以
詫
妙
解
者
、
皆
己
宣
洩
無
徐
。
:
:
:
故
以

貌
張
之
設
経
之
、
無
不
昭
A
口
ピ
¥
楚
僻
遁
務
、
山
一
泡
遊
序
)

八
戸
一



/1三

回

と
務
せ
る
所
以
も
、

と
¥
に
見
る
可
く
、
緩
て
此
が
作
成
の
時
期
を
、
方
土
の
流
行
し
た
る
秦
渓
の
際
に
求
h
u
る
に
至
る

は
、
極
め
て
自
然
の
事
で
あ
ら
ラ
。

乙
¥
に
言
へ
る
韓
衆
が
、
史
認
始
皇
紀
に
所
謂
方
士
の
韓
終
と
向
一
者
な

b
と
せ
ば
、
右
の
推
考
は
盆
t

確
実

な
る
校
擦
を
得
る
と
と
¥
な
る
の
で
あ
b
、
陸
氏
・
鴻
氏
等
は
張
く
此
を
主
張
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
が
、
併
し
私
は
、
夫

に
も
拘
は
ら
ず
、
遠
遊
篇
の
韓
衆
は
古
代
の
方
土
で
あ
っ
て
、
後
に
奏
時
の
方
土
が
亦
此
の
名
を
諸
説
ぎ
た
る
も
の
曹
と
忽
せ

る
袈
谷
の
設
乙
そ
、
(
注
δ
、
)
妥
営
な
る
も
の
に
は
非
ず
や
と
思
ム
。
況
ん
や
列
伯
停
に
は
、
銃
に
努
人
韓
絡
Led-
二
五
へ
る

に
於
い
て
を
や
。
(
注
4
、)

然
も
、

併
し
乍
ら
、
古
代
方
土
の
名
穏
を
再
現
す
る
に
至
ら
し
め
た
る
営
時
の
紅
舎
は
、
自
ら
方
土
に
調
し
℃
多
大
の
鴎
心
を

有
し
た
る
可
主
乙
と
を
立
設
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
秦
漢
の
嵐
気
の
一
斑
は
、
乙
¥
に
窺
ぴ
得
る
の
で
あ
b
、
需
の
推

定
を
覆
へ
す
に
は
到
ら
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
此
の
斡
衆
停
設
は
、
法
初
に
到
っ
て
、
東
方
朔
の
「
七
一
誠
」
中
に
斌
速
し
て
、

「
間
南
添
幾
一
山
欲
往
今
、
至
合
蒋
市
旦
止
、
見
韓
衆
雨
宿
之
今
、
間
天
道
之
所
在
。
」
(
自
悲
一

と
一
一
一
一
日
は
れ
て
居
る
に
見
れ
ば
、
一
克
来
屈
原
の
僻
賦
に
倣
っ
て
「
七
諌
L
K
作
成
し
た
る
東
方
朔
は
、
「
比
一
地
遊
」
を
認
め
て
届

原
の
作
品
と
侍
し
、
依
っ
て
以
て
韓
衆
侍
設
を
信
じ
た
る
可
く
想
察
せ
ら
れ
ね
乙
と
も
な
い
が
、
併
し
そ
の
行
文
の
意
に

照
ら
せ
ば
、
彼
は
遠
遊
に
依
接
し
た
る
も
の
に
は
非
ず
し
て
、
唯
常
時
停
承
せ
ら
れ
て
尽
だ
る
方
土
停
設
を
取
入
れ
た
る

に
過
ぎ
泊
、
が
如
く
思
惟
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
遠
遊
と
七
諌
と
の
向
に
、
母
子
、
本
来
の
関
係
は
存
せ
ね
で

あ
y
り
ラ
G



乙
¥
に
於
い
て
か
、
五
日
々
は
再
び
立
返
り
て
、
更
に
一
一
場
遊
第
を
採
る
に
、
或
は
「
虚
静
」
「
無
免
」
「
得
一
」
「
自
然
し
と

い
ひ
、
或
は
「
ん
唯
一
忽
之
先
」
「
此
徳
之
内
」
「
載
後
掠
」
と
い
へ
る
は
、
み
一
く
友
老
の
設
に
基
く
語
気
な
る
を
一
一
一
何
得
す
る
の

で
あ
る
、
が
、
真
正
の
応
涼
の
僻
賦
中
に
は
、
宅
も
葉
老
に
服
せ
る
形
迩
な
込
」
」
に
見
れ
ば
、
恐
ら
く
此
、
が
作
成
は
、
苦
(
老
設

盛
行
の
際
に
あ
る
可
し
と
も
疑
は
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
務
図
思
は
、
老
子
、
が
南
方
に
出
で
つ
¥
も
、
共
の
初
め

屈
原
時
代
の
思
想
界
に
は
殆
ど
影
響
す
る
所
な
く
、
淡
初
に
到
り
て
漸
く
一
般
世
上
に
傘
向
せ
ら
れ
た
る
も
の
友
る
乙
と

を
例
設
し
、
(
位
。
、
)
従
っ
て
法
遊
篇
の
作
成
も
談
初
に
あ
る
可
き
乙
E

ど
を
示
唆
し
て
居
る
。
老
子
そ
の
入
、
並
び
に
老

子
の
書
物
に
就
い
て
は
、
古
来
注
家
の
一
一
一
一
日
ふ
所
、
必
ず
し
も
共
の
訪
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
は
な
い
、
が
、
併
し
寅
老
説

、
が
、
西
淡
の
初
葉
に
於
い
て
般
に
盛
行
し
、
或
は
黄
白
の
術
と
な

b
、
或
は
紋
丹
の
杭
仰
と
な

b
、
或
は
避
穀
導
引
の
術
と

な
b
、
設
に
或
は
一
利
伯
長
生
の
術
と
会
し
、
方
土
の
託
一
一
一
目
す
る
庭
と
な

b
、
道
教
の
後
生
を
見
る
に
到
っ
た
る
乙
左
と
思

ひ
令
す
れ
ば
、
遠
遊
作
成
の
時
代
、
が
、
乙
¥
に
想
察
せ
ら
れ
ね
乙
と
も
な
か
ら
ラ
。

(
注
1

、
)
陸
侃
如
・
お
玩
君
共
著
「
中
関
詩
史
」
上
器
、
第
三
篇
楚
僻
時
代
、
及
び
鄭
賓
子
著
「
中
図
文
準
流
麗
史
」
上

冊
、
第
二
章
第
二
節
、
参
照
。

(注
2
、
)
朱
子
日
、
「
時
即
日
寓
一
一
一
一
回
、
然
主
(
所
設
王
子
之
詞
、
有
能
充
之
、
安
長
生
久
説
之
要
訣
也
υ

」
楚
常
集
、
注
遠
遊
序
)

ハ
号
、
)
斐
谷
臼
、
「
史
認
始
語
、
今
閉
ま
襟
程
去
不
報
、
徐
市
等
費
以
五
寓
計
。
始
皇
在
屈
子
後
百
徐
年
。
蓋

古
有
韓
衆
。
秦
時
方
土
亦
薬
此
名
也
。
」
(
楚
続
考
、
遠
遊
篤
)

ハ
注
4

J
‘
洪
興
組
日
、
「
列
似
体
、
一
潜
入
韓
終
怨
王
採
薬
、
王
不
肯
線
、
終
点
同
線
之
、
途
得
伯
也
。
」
(
楚
俊
裕
注
、
遠
遊
篇
)

(
注
5
、
〉
淡
路
忍
「
楚
鮮
概
論
」
第
三
篇
第
九
章
、
参
照
。

λ
五



'
¥
一
、
、

円

/

」

/

四

定
に
、
以
上
の
所
見
に
し
て
多
く
誤
ら
ず
と
す
れ
ば
、
「
戸
地
遊
」
は
秦
渓
以
降
に
於
い
て
作
成
せ
ら
れ
た
る
可
く
推
測
せ

ら
る
¥
の
で
あ
b
、
旦
り
陸
侃
如
・
務
関
怠
等
の
一
一
一
一
口
へ
る
如
く
、
共
の
詩
句
、
果
し
て
相
知
の
大
人
賦
に
負
ム
慮
あ
b
と
せ

ば
、
実
に
下

ο
て
、
法
武
以
降
に
そ
の
作
成
年
代
を
求
な
可
き
乙
1
C
¥
な
る
の
で
あ
る
。

国
よ
L

リ
、
大
人
賦
・
遼
遊
の
本
末
関
係
は
、
務
に
も
述
べ
た
る
、
が
如
く
、
惑
か
に
推
定
す
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、

併
し
相
知
が
、
そ
の
娯
世
の
賦
才
を
武
帝
に
知
ら
れ
て
、
「
段
此
の
人
と
時
を
同
一
じ
う
す
る
を
得
ず
」
と
の
賛
歎
テ
一
受
け
、

後
の
楊
雄
に
欽
仰
せ
ら
れ
て
、
「
長
卿
の
鼠
は
人
間
よ

b
来
ら
ず
、
一
料
化
の
至
る
彪
攻
、
，
り
」
と
結
叫
せ
ら
れ
た
る
に
察
し

て
、
叉
更
に
下
っ
て
、
明
の
王
世
点
、
が
、
相
知
と
屈
原
と
を
餅
務
し
て
、
「
屈
子
の
騒
は
騒
の
均
一
一
~
な
る
も
の
な

b
、
長
卿

の
賦
は
賦
の
町
一
一
一
な
る
も
の
な
b
L
と
評
せ
る
に
見
て
、
(
設
1
、
)
此
の
一
代
の
天
才
鮮
賦
家
の
面
白
の
怨
に
、
な
は
こ
¥

に
腎
く
、
大
人
賦
を
泣
遊
の
以
前
に
置
か
ζ

ノ
と
忠
ム
。
況
ん
や
西
京
雑
誌
に
は

「
共
友
人
盛
党
、
:
・
:
特
例
名
士
。
嘗
関
川
和
如
以
作
賦
。
相
知
日
、
令
義
組
以
成
文
、
列
錦
繍
問
符
質
、
一
一
経
一
枠
、
一

宮
一
向
、
此
紙
之
迷
也
。
賦
家
之
心
を
お
宇
街
、
総
覧
人
物
、
新
乃
符
之
於
内
、
不
可
待
部
待
。
究
乃
作
令
組
歌
・
列
錦

紙
而
退
、
終
不
復
敢
一
一
一
一
日
作
賦
之
心
失
。
」
(
注
、
2
)

と
述
べ
て
、
相
如
の
僻
賦
に
釣
す
る
見
解
の
深
厚
友
る
を
格
せ
る
に
於
い
て
を
や
。

か
く
推
測
し
来
た
れ
ば
、
泣
遊
お
は
、
淡
武
以
降

て
、
就
に
鄭
抗
予
の
推
論
せ
る
、
が
如
く
、
或
は
淡
武
の
頃
の
文
人
方
土
流
の
仮
作
と
怨
す
可
く
、
或
は
和
t

下
っ
て
、

葬
@
劉
散
時
代
の
楊
雄
の
模
擬
作
と
然
す
可
、
き
で
あ
ら
F

7

0

(

性
3

、)

都
向
・
斑
国
の
前
代
作
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
っ王



特
に
王
務
は
、
虚
偽
を
以
て
務
望
を
博
し
、
恭
倹
を
仮
b
て
椛
勢
を
符
、
治
対
に
世
上
悉
く
諮
伎
の
俗
を
成
し
、
道
徳
地

に
隊
一
ち
、
太
心
腐
敗
す
る
の
服
態
を
現
出
し
て
、
被
の
所
説
話
佼
文
惑
を
生
じ
た
る
に
見
れ
ば
、
(
注
4
、
)
後
に
葬
に
加

従
し
て
そ
の
大
夫
と
な

b
た
る
核
雄
が
、
一
代
の
儒
〈
一
不
を
以
て
、
共
の
巧
一
路
な
る
文
僚
に
、
卒
常
推
写
し
て
止
h
u

乙
と
な

か
b
し
相
如
の
拭
に
紋
擬
す
る
の
一
知
子
)
物
注
な
か
り
だ
と
は
、
容
易
に
断
言
し
得
ね
蕗
で
も
あ
ら
ラ
。

窪
に
、
相
知
の
淡
後
僅
か
に
六
十
徐
年
に
し
て
生
誕
し
た
る
楊
雄
は
、
そ
の
天
棄
の
甚
だ
相
如
に
酷
似
せ
る
の
み
で
な

く
、
そ
の
詞
賦
に
於
い
て
は
、
一
専
ら
相
知
の
風
を
模
倣
し
、
犠
て
そ
の
出
庭
進
退
に
至
る
詮
で
、
亦
杓
如
の
轍
を
履
み
た

る
も
の
の
如
く
で
あ
っ
て
、
彼
の
前
宇
生
の
詩
人
的
生
活
は
、
奈
く
相
知
欽
仰
の
時
代
友
b
と
云
ひ
得
る
乙
と
は
、
就
に

児
島
博
士
の
論
ぜ
ら
れ
た
る
慮
で
あ
る
。
然
ら
ば
博
士
、
が
彼
を
評
し
て
、
「
蓋
し
彼
は
相
如
の
賦
を
模
擬
す
る
を
以
て
詩
人

の
能
事
皐
れ
b
と
匁
し
、
相
如
の
文
に
形
似
す
る
を
以
て
無
上
の
名
容
と
魚
す
も
の
の
如
し
。
」
(
注
F
O

、
)
と
い
は
れ
た

る
に
見
て
も
、
又
彼
が
か
く
相
知
を
推
等
し
つ
¥
、
訟
に
そ
の
右
に
出
づ
る
能
は
ぎ
b
し
事
実
に
察
し
て
も
、
或
は
楊
雄

乙
そ
、
遠
遊
の
偽
作
者
に
は
非
ず
や
と
思
は
る
¥
の
で
あ
る
ω

併
し
、
か
く
の
如
、
3
は
、
国
よ

b
一
個
の
皮
相
な
る
想
像
設
に
過
ぎ
ぎ
る
も
の
で
あ

σ
て
、
遠
遊
の
作
者
及
び
そ
の
作

成
の
時
代
に
就
い
て
は
、
遂
に
明
確
な
る
論
設
を
下
し
符
ゴ
る
現
紋
で
あ
る
。

か
く
て
乙
¥
に
な
は
、
「
一
一
巡
遊
」
を
後
人
の
偽
作
と
推
定
し
つ
¥
も
、
之
、
が
作
成
の
時
代
に
至
り
て
は
、
唯
、
渓
武
以

降
、
劉
・
向
班
図
の
間
に
あ
る
可
し
、
冒
と
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
、
が
、
併
し
以
上
の
如
く
、
「
遠
山
遊
」
を
後
人
の
偽
作
と
認
む

る
乙
と
に
依
っ
て
、
な
は
之
を
屈
獄
の
閤
外
に
置
き
」
得
る
乙
と
を
喜
ば
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
註
1
、
)
児
島
献
吉
郎
博
士
著
「
支
那
文
筆
史
網
」
第
三
篇
第
六
章
参
照
。

八
七



、、巴町、
守

『，，f
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(注
2
、
)
紙
術
協
忍
著
「
楚
僻
鮫
論
」
第
三
第
第
九
章
引
0

・

(
柱
a

l

)

鄭
奈
子
著
「
中
鈎
文
準
流
務
史
」
上
器
、
第
二
章
第
二
節
、
二
、

E
、
参
照
。

(
詮

4

J
児
島
博
士
一
支
那
文
撃
史
総
」
第
三
篇
第
八
章
参
照
。

(
詑
F
O
J
同
前
、
第
九
章
引
。

菱

燐

停

説

臆

断

渡

透

末

五日

大
雅
生
氏
の
首
章
に
日
く
、

阪
初
生
ν
氏
、
時
維
美
娘
。
生
ν
民
如
何
、
克
一
極
克
施
、
以
弗
〆
-
無
ν
子
。
問
機
一
一
帝
武
敏
づ
致
依
ν
介
依
ぺ
止
、
故
震
裁
夙
、
栽
生
裁
十
一
円
、

時
維
后
稜
。

と
u

是
れ
誌
側
商
代
依

b
て
知

b
得
る
最
古
の
体
設
な
台
。
崎
山
崎
向
精
…
的
昨
日
誌
皆
川
村
れ
れ
一
日
午
九
而
て
妥
加
の
后
擦
を
生
な
に

一主

b
し
経
緯
に
関
し
て
は
毛
詩
と
三
家
‘
そ
の
設
を
異
に
す
。
毛
停
を
検
す
る
に
尽
く
、

美
、
姓
也
。
后
桜
之
母
、
配
二
高
半
氏
常
一
一
お
。
去
ν-無
ν
子
、
求
ν
有
ν
子
。
古
者
必
立
ニ
郊
媒
一
走
。
玄
烏
五
之
日
、
以
二
大
平
づ
一
利
二

子
郊
…
時
天
子
一
線
朴
位
、
后
妃
率
一
一
九
妓
御
づ
乃
…
搾
ニ
天
子
所
一
レ
御
。
帯
以
一
一
弓
切
で
授
以
一
一
弓
矢
子
郊
牒
之
前
一
一
読
戸
一
桜
花
巧
、

…mMm
u均
一
執
媛
、
践
也
。
帝
、
南
半
日
比
之
帝
也
。
武
、
述
。
敏
、
疾
也
。
従
ニ
於
・
帝
一
花
見
二
子
天
4
ω

ア
十
字
努
敏
也
。
浪
、
饗
。
介
、
大


